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利尻富士町教育委員会



離島における「地域移行↠展開」の挑戦
りしり富士モデルの軌跡と次なるステップ

～子どもたちの「やりたい」を未来へつなぐ～

2026年1月27日 令和７年度第３回部活動・地域クラブ活動関係者会議
事例発表資料（利尻富士町教育委員会）

20260128 学校部活動の地域展開に係る宗谷管内フォーラム実践発表資料



実証事業以前（R5）の部活動

＊学校支援地域本部
事業（社会教育）の
一環で、従来から外
部指導コーチを派遣
（バド、卓球）

鴛泊中
サッカー部
バドミントン部
卓球部
吹奏楽部

鬼脇中
バドミントン部



利尻富士町の小中学生数の推移
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•部活動（とくに団体スポーツ）の維持困難化

•「やりたくてもやれない」…選択肢の欠如



R5の動き（R6実証事業に取り組むきっかけ）
①鬼脇中には、サッカー部がなく、少年団で活動していた利尻小生が
進学してもバドミントンしかできない状況であった。

②町内小６～中２生・保護者を対象にアンケート実施

③10月 第1回地域移行検討協議会を開催し、アンケートを分析。サッ
カーを移行モデルとして試行的に進めることで合意。

④母体（受け皿）となるサッカー協会との検討・協議
＊元々、少年団から大人まで、サッカー文化が根付いている地域性。

＊手探りだが、中学校の顧問や協会役員との協議の場をもつことができた。

⑤国の実証事業への補助申請を行なう。



•平日・休日の練習は
クラブとして、大会
は部活として、11名
でスタート

•平日の練習時間は、
協会指導者が従事で
きる夜間に設定

•指導者の確保（在籍
数２４名）

•送迎は、保護者対応

R6実証事業の立役者
【サッカー試行】



・検討協議会の開催（３回） 

・指導者が所属する職場等へ理解と協力

の依頼、兼職兼業許可申請

・サッカー部地域移行（利尻FC）実証

実施（4月～） 

・学校体育館の利用（学校開放）

・サッカー協会・教委と協議（４回）

・令和７年度からのバドミントン部地域移行にむけて

・利尻富士町バドミントン協会設立（7月）

・バドミントン協会・教委と協議（２回）

・バドミントン地域保護者説明会の実施（2月） 

・活動の担保となる「地域クラブ活動事業実施要綱」の制定

R6実証事業のおもな取組

R6実証事業
報告書



R7実証事業のおもな取組
・検討協議会の開催（予定） 

・兼職兼業許可申請

・サッカー クラブ移行 （15名）

・サッカー協会・教委と協議

・バドミントン一部移行

 ＊鬼脇（9名）：平日・休日

 ＊鴛泊（8名）：休日 

 ＊大会は、各校部活動として参加

・指導者が所属する職場等へ理解と協力

の依頼。とくに鬼脇は指導者が属する民間

企業の計らいで、平日の練習を16:30から

行えている（従来の部活動時間帯に相当）

・野球クラブとの協議



＊基本的な予定で、行事や大会により変動。１回２～３時間程度。
＊卓球部（現在休止）、サッカー少年団も利用

R7学校体育館の利活用（学校開放）

団体名 月 火 水 木 金 土 日

サッカー
＊夏季は屋外
利用あり

利小・鬼中
18:00～

鴛泊中
18:00～

鴛泊中
13:00～

鴛泊バド 部活動
16:00～

部活動
16:00～

部活動
16:00～

部活動
16:00～

鴛泊小
9:00～

鬼脇バド 利小・鬼中
16:30～

利小・鬼中
16:30～

利小・鬼中
9:00～

野球
＊夏季は屋外
利用あり

鴛泊中
17:30～

鴛泊中
17:30～

鴛泊中
13:00～



R6とR7の実証事業経費

【R6予算】＊決算額（2,511）

報酬（クラブ活動指導員報酬）1,993

旅費（遠征等）438

需用費（消耗品、会議費）46

役務費（保険料）34

国からの補助金 1,323

【R7当初予算】（3,001）

旅費（遠征等）633

需用費（各クラブ消耗品）150

役務費（受講料、保険料）106

委託料（指導業務委託料）2,112

国からの補助金 1,968

【各クラブ所属生徒の負担】
活動会費 月額1,000円
遠征費（交通費、滞在費）
＊中体連参加費は町費。クラブ毎
に回数、場所により異なる



 利尻礼文中学生野球クラブ（ラグナルズ）

・少年団（鬼脇、利尻町沓形）があるが、部活動など中学生が活
動できる環境がなく、R５にクラブとして設立。団員は、利尻礼
文に居住する中学生を対象。Ｒ7は10名所属（中学生8名、小学
生（練習生）2名）。

・練習 週３日程度（平日２日、休日１日）

・場所 夏季：球場（鴛泊・沓形）

冬季：鴛泊中体育館、町総合体育館

・自主的な財源確保（クラウドファンディング）→

地域の有志から生み出されたクラブ



維持継続していくための課題は、たくさん！

• 財源（補助はいつまでもない）

• 「移行（学校から地域へ）」という第一印象⇔「展開」＝学校を核に地
域全体で活動を支え発展させる…理解を

• 事務局担当の負担感（体制づくり：コーディネーター等の配置を痛感）

• 単独町での団体スポーツの維持限界

利尻町、礼文町との連携（サッカー、野球にはすでにメンバー所属）

• 地元利尻高校の部活動（Ｒ７：バド、卓球、吹奏楽、美術）との関係

• 文化部の展開（鴛泊中音楽部）＊高校との合同活動

• オンライン指導（大学等への働きかけ）



R8に向けた展望～「離島」ハンデを逆手に取る

・「平日も含めた地域展開等の加速化」の申請・活用

・事務局を担う人材（コーディネーター配置）

・「認定地域クラブ」の位置づけ

・距離をICTで克服する：遠隔指導とDX

遠隔指導による専門性の補完（サッカー、音楽部で実施）


